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第１次札幌水道ビジョン 10年間の取組結果 

 

＜第１次札幌水道ビジョンについて＞ 

札幌水道ビジョン(2015-2024)（以下、「第１次札幌水道ビジョン」という）は、札幌水道

の長期的な視点に立った取組の方向性や 10年間に進めていく具体的な取組などをまとめた

計画です。計画期間は平成27年度（2015年度）から令和６年度（2024年度）までの 10年

間であり、令和７年(2025年)３月末で計画期間が終了いたしました。 

 

＜第１次札幌水道ビジョンの取組結果について＞ 

第１次札幌水道ビジョンでは、水道事業を取り巻く環境や対処すべき課題を踏まえ、５つの

重点取組項目と 15 の主要事業を設定しました。また、主要事業を進めるにあたり具体的な

65項目のビジョン取組目標を設定し、各取組の進捗状況を評価した上で、目標の達成に向け

て努めてまいりました。 

各主要事業の主な取組結果と評価・達成率は表１に示すとおり、計画の見直しや新型コロナ

ウイルス感染症の影響により、一部目標未達となった取組もありますが、安全・安定給水を維

持するため、施設や管路の更新、災害対策など着実に事業を進め、65 項目のビジョン取組目

標のうち、92.3%にあたる 60項目の目標を達成することができました。 

また、計画最終年度である令和６年度（2024 年度）の各取組の実施結果とあわせ、10 年

間の総括を主要事業ごとにまとめております。 

 

【表１ 各主要事業の取組結果と評価・達成率】 

ビジョン取組の評価基準 

  〇：ビジョン取組の目標を達成したもの 

  ×：進捗の遅れなどにより、ビジョン取組目標が達成できなかったもの 

 

主要事業と主な取組結果 取 組 数 〇 × 達成率 

重点取組項目１ 水源の分散配置と水質の安全性の向上 

 

主要事業１ 水源の水質保全 

・豊平川水道水源水質保全事業の実施 

→バイパス施設の大部分が完成（R7供用開始予定） 

２ ２ － 100.0% 

主要事業２ 水源の分散配置 

・石狩西部広域水道企業団への参画継続 

 →企業団運営に協力、札幌への供給開始（R7.4.1～） 

１ １ － 100.0% 

主要事業３ 水質監視・管理 

・適切な水質検査・監視・管理を実施 
８ ８ － 100.0% 

重点取組項目２ 施設の更新・耐震化と危機管理体制の強化 

 

主要事業４ 取水・導水・浄水施設の改修 

・白川浄水場の改修 

 →白川第１期改修事業として第４浄水棟と取水導水施設の建設

工事を実施 

１ １ － 100.0% 

主要事業５ 送水システムの強化 

・白川第１送水管の更新 

→白川第3送水管新設(R1)・運用開始(R2)、第１送水管の更新

工事に着手(R6) 

１ １ － 100.0% 
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主要事業と主な取組結果 取 組 数 〇 × 達成率 

 主要事業６ 配水管の更新 

・第１期配水管更新計画(H25-R6)の目標達成 

→目標704kmに対し713km更新（R6 43.7km更新） 

１ １ － 100.0% 

主要事業７ 水道施設の効率的な維持・保全 

・各設備更新、配水管の保守・点検等 
５ ５ － 100.0% 

主要事業８ 耐震化の推進 

・西野浄水場の耐震化完了（R4） 

・定山渓浄水場の耐震化の実施設計に着手（R6） 

・西部配水池の耐震化完了（R5) 

・硬石山配水池の耐震改修工事に着手(R5)（※硬石山配水池、南

沢第２ポンプ場・配水池の耐震改修工事に遅れが生じている） 

・配水幹線の連続耐震化を実施 

・災害時重要施設の配水管耐震化完了 

 （医療機関 計 96か所、基幹指定避難所68か所） 

９ ７ ２※ 77.7% 

主要事業９ 応急給水対策と保安の強化 

・配水池の緊急遮断弁等の整備完了（計20か所） 

・応急給水栓の整備完了（計 30か所） 

・庁舎の非常用発電機整備（R2）、白川浄水場浸水対策完了（R4） 

・施設のセキュリティ強化（※目標 48施設に対し 44施設実施） 

・緊急貯水槽見学会実施（※目標 140回に対し 126回実施） 

９ ７ ２※ 77.7% 

重点取組項目３ 利用者とのコミュニケーションの充実 

 

主要事業10 利用者とのコミュニケーションの充実 

・電話受付センター応答率の向上 

・水道事業ＰＲイベント開催 

・「きき水」体験実施（※目標 15万人に対し 101,719人参加） 

６ ５ １※ 83.3% 

主要事業11 小規模貯水槽水道や給水装置の適切な管理の支援 

・小規模貯水槽水道の訪問調査を年 1,400件程度実施 

・危険物取扱事業者に対し、年 100件程度水道使用状況立入調査を実施 

４ ４ － 100.0% 

重点取組項目４ 経営基盤の強化と連携の推進 

 

主要事業12 財政基盤の強化と経営の効率化 

・企業債残高(R6 末)が計画値 610 億円を下回る 493 億円と財

務体質改善 

４ ４ － 100.0% 

主要事業13 技術力の確保・向上と国際貢献 

・局内及び局外研修等を着実に実施 

・JICA を通じた研修や技術協力（ネパール）を実施 

５ ５ － 100.0% 

主要事業14 広域化の推進や多様な主体との連携 

・道内事業体を対象とした研修会、近隣３市と緊急時連絡管を用い

た訓練等を実施 

３ ３ － 100.0% 

重点取組項目５ エネルギーの効率的な活用 

 

主要事業15 エネルギーの効率的な活用 

・水力発電導入：平岸配水池完了（R4）、バイパス R8完了予定 

・太陽光発電導入：川沿庁舎完了（H29）、豊平庁舎完了（R3） 

５ ５ － 100.0% 

 合計  65 60 ５ 92.3% 


































